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P２～３　　平成２８年度御宿町一般会計決算の概要
P４～５　　メキシコ訪問町長レポート２
　　　　　　”人類愛の誇り高く”さらなる友好交流を目指して　
　　　　　　栄養改善関係功労者知事表彰　　　
P６～７　　まちのできごと
P８　　　　上半期活力あるふるさとづくり寄附状況
P９　　　　おんじゅく認定こども園・放課後児童クラブ申込受付

写真：ロケットフェスティバルで
　　　手作りの水ロケットを発射



※決算額及び構成比、各計数は、表示単位未満を四捨五入したものです。そのため、積み上げ合計が
　一致しない場合があります。

指　標 御宿町水道事業会計 経営健全化基準

資金不足比率 ― 20.0 

●資金不足比率 （単位：％）

※「資金不足比率」は、資金不足でない場合「－」と表記しています。

指　標 御宿町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15.00 20.00

連結実質赤字比率 ― 20.00 30.00

実質公債費比率 6.2 25.0 35.0

将来負担比率 30.1 350.0

●健全化判断比率 （単位：％）

※「実質赤字比率」、「連結実質赤字比率」は、赤字でない場合
　「－」と表記しています。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
は
43
億
５
，
０
５
８
万
円
、
歳
出
総
額
は

41
億
９
，
６
５
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
は
前
年
度
と
比
べ
６
億
６
，
１
８
３
万
円
の
増
、
歳

出
は
前
年
度
と
比
べ
７
億
６
，
２
０
８
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
は
、
御
宿
保
育
所
と
岩
和
田
保
育
所
を
統
合
し
た
お
ん
じ
ゅ
く
認
定
こ

ど
も
園
の
建
設
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
し
た
御
宿
駅
構
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
向
け
た
施
設
整
備
基
本
調
査
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
を
策
定
し
た
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

依存財源
２４億７，３３６万円
自主財源
１８億７，７２２万円

歳入総額
４３億５，０５８万円

町債
6億 658 万円
13.9%

県支出金
1億 8,487 万円

4.2%

国庫支出金
2億 4,461 万円

5.6%

地方交付税
12 億 4,755 万円

28.7%

地方譲与税等各種交付金
1億 8,975 万円

4.4%

諸収入
7,407 万円
1.7%

繰越金
2億 5,425 万円

5.8%繰入金
2億 8,930 万円

6.6%

使用料、手数料、
財産収入、寄附金
1億 9,696 万円

4.5%

分担金
及負担金

1億 8,203 万円
4.2%

町税
8億 8,061 万円
20.2%

 【用語の説明】
実質赤字比率

一般会計において、標準的な年間収入に対する
赤字の割合を表す比率

連結実質赤字比率
一般会計に各特別会計と公営企業会計を加え
て、標準的な年間収入に対する赤字の割合を表
す比率

実質公債費比率
一般会計において、標準的な年間収入に対する
借入金返済額の割合を表す比率

将来負担比率
一般会計において、標準的な年間収入に対する
将来負担すべき負債額の割合を表す比率

資金不足比率
公営企業会計において、事業規模に対する資金
不足額の割合を表す比率

平成28年度 御宿町一般会計  決算の概要をお知らせします
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平成28年度決算に基づく健全化判断比率・資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、毎年度決算に係る健全化判断比率及び
資金不足比率を算定し公表することとなっています。
　健全化判断比率とは、地方公共団体の財政状況を統一的な指標で明らかにし、財政の早期健全化
や再生の必要性を判断するための4つの指標のことをいいます。また、資金不足比率とは、公営企業
の経営状況を判断するための指標のことをいいます。
　健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合には「財政健全化団体」となり、財政健
全化計画を策定して、自主的な財政健全化に取り組むことが求められます。さらに、いずれかが財
政再生基準以上の場合には、「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定して、国の関与の下、
厳しい歳出削減と歳入の確保に取り組むことになります。また、公営企業において、資金不足比率
が経営健全化基準以上となった場合、経営健全化計画を定めることとなります。
　平成28年度決算に基づく各指標は次のとおりであり、いずれも基準を下回りました。

平成28年度 御宿町一般会計  決算の概要をお知らせします

歳出総額
４１億９，６５９万円

総務費
9億 1,984 万円
21.9%

民生費
14 億 6,254 万円

34.9%

衛生費
5億 2,684 万円
12.6%

消防費
2億 2,841 万円

5.4%

議会費
7,195 万円
1.7%災害復旧費

1,537 万円
0.4%

公債費
3億 9,258 万円

9.4%

教育費 2億 5,483 万円　6.1%

土木費　1億 2,617 万円　3.0%

商工費　1億 3,069 万円　3.1%

農林水産業費　6,738 万円　1.6%

　庁舎及び事務管理経費、広報紙の発行、
各種防災対策、町有財産の管理経費のほか、
行政区の運営経費や選挙執行経費、税務事
務や戸籍住民台帳に関する事務費等です。
　町全体の公共施設等の総合的かつ計画的
な管理を行うため、公共施設総合管理計画
を策定しました。

　清掃センター運営経費や合併処理浄化槽設置補助をはじめ、
町民の健康管理促進に資する経費のほか、火葬業務負担金や
国保国吉病院組合負担金等です。
　高校生への医療費助成事業などの各種助成事業、国の天然
記念物ミヤコタナゴの生息地の環境整備事業などを実施しま
した。

　各特別会計への繰出金や施設入所措置費、
高齢者・障害者福祉経費のほか、児童館や
保育所の運営費、児童手当の支給等に係る
経費です。
　おんじゅく認定こども園を建設し、安全
で安心な子育て環境の整備を図りました。

　農業委員会の運営費や農業・水産業の振
興、各種利子補給など、町の基盤産業の振
興対策経費等です。
　若者の新規就農の促進と就農後の定着を
図るため、青年就農給付金事業を実施しま
した。また、漁業の担い手の確保育成のため、
小型漁船漁業就業者確保育成事業を実施し
ました。

　観光施設整備やキャンペーン等の
観光イベント業務委託をはじめとす
る観光振興経費のほか、商工会や中
小企業利子補給の補助、その他観光
施設の管理運営経費等です。
　地域資源を生かした魅力ある観光
地づくりに取組み、ビーチバレー
ボール大会やライフセービング大
会、ビーチサッカー大会等の開催を
支援しました。

　町民の生活関連道路の維持・整備、町営住
宅管理費や都市計画に係る経費等です。
　町内の全９２橋梁に対し、５年に１度行う
こととされている点検を実施しました。

　小・中学校の管理・振興経費、社会教育施設の管理・運営
経費のほか、教育の振興と文化の向上を図る経費等です。
　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、小中学校入学時
に必要な準備費用の一部補助を新たに開始しました。
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開
校
さ
れ
た
日
本
語
学
校

１
，０
０
０
店
を
超
え
る
エ
キ
ス
ポ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
フ
ェ
ア

在
墨
日
本
国
大
使
館
を
訪
問

 “
人
類
愛
”
の
誇
り
高
く

　
　

さ
ら
な
る
友
好
交
流
を
目
指
し
て

町長
レポート

②

　

９
月
号
で
紹
介
し
た
テ
カ
マ

チ
ャ
ル
コ
工
科
大
学
の
訪
問

後
、
今
年
３
月
に
市
長
特
使
と

し
て
来
町
さ
れ
た
フ
リ
オ
・

フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
氏
が
主
宰
す

る
空
手
道
場
を
見
学
し
、
ま
た

氏
が
７
月
に
開
校
し
た
日
本
語

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

日
本
語
を
学
び
理
解
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な

ら
ず
姉
妹
都
市
協
定
に
み
る
各

分
野
に
お
け
る
交
流
の
充
実
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

受
講
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は

５
歳
か
ら
50
歳
ま
で
と
幅
広
い

年
齢
層
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

目
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
よ
り
交
流
を
深
め

る
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
語
へ
の
理

解
と
知
識
、
習
得
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。

　

13
日
は
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
氏
が

埋
葬
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
を

訪
れ
献
花
し
ま
し
た
。
ま
た
13

時
よ
り
１
，
５
０
０
名
の
選
手

の
参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
た
マ

ラ
ソ
ン
大
会
授
賞
式
に
臨
み
、

男
女
の
優
勝
者
に
御
宿
町
か
ら

優
勝
の
楯
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

14
日
は
早
朝
よ
り
メ
キ
シ
コ

シ
テ
ィ
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
な
り
メ
キ
シ
コ
シ

テ
ィ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
日
本
メ

キ
シ
コ
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
経
験
し
た
学
生
の
皆
さ
ん
４

名
と
会
食
し
、
現
在
就
か
れ
て

い
る
仕
事
や
勉
学
の
状
況
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
日
本
に
お
け
る
酒
造

会
社
30
社
と
取
引
を
行
っ
て
い

る
商
社
の
代
表
の
方
と
お
会
い

し
、
今
後
の
メ
キ
シ
コ
に
お
け

る
、
御
宿
町
の
食
文
化
を
象
徴

す
る
岩
の
井
の
販
売
促
進
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。
代
表

▲日本語学校訪問の様子

▲エキスポマネージメントフェア　来場者で溢れる御宿町ブース

▲日本、御宿町の文化を紹介する展示

▲在墨日本国大使館　清水亨臨時代理大使に接見

　

15
時
か
ら
は
、
１
，
０
０
０

店
を
超
え
る
出
店
の
も
と
エ
キ

ス
ポ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
フ
ェ
ア

（
産
業
祭
）
が
開
催
さ
れ
、
御

宿
町
ブ
ー
ス
に
お
い
て
日
本
と

メ
キ
シ
コ
、
御
宿
と
メ
キ
シ
コ

の
交
流
の
経
緯
を
つ
づ
る
パ
ネ

ル
や
、
「
岩
の
井
」
や
つ
る
し

雛
飾
り
を
展
示
し
、
お
寿
司
や

カ
レ
ー
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て

日
本
や
御
宿
の
文
化
を
広
く
紹

介
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

は
前
向
き
に
取
組
む
旨
を
約
束

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

18
時
30
分
、
在
墨
日
本
国
大

使
館
を
訪
れ
、
清
水
亨
臨
時
代

理
大
使
に
接
見
し
ま
し
た
。

　

昨
年
御
宿
町
に
来
町
さ
れ
た

山
田
彰
大
使
は
数
日
前
に
ブ
ラ

ジ
ル
大
使
に
着
任
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
外
務
省
中
南
米
局
長
を
務

め
ら
れ
た
高
瀬
寧
氏
が
新
た

に
駐
墨
日
本
国
全
権
大
使
に

９
月
に
就
任
さ
れ
る
と
伺
い

ま
し
た
。
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地
方
創
生
に
向
け
て

栄養改善関係功労者知事表彰
  市原禮子さん（御宿町食生活改善会会長）

　

市
𠩤
禮
子
さ
ん
は
、
平
成
８
年
４
月
か

ら
御
宿
町
食
生
活
改
善
会
に
入
会
し
て
以

来
、
21
年
以
上
に
わ
た
り
町
民
の
健
康
づ

く
り
・
栄
養
改
善
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
永
年
に
わ
た
り
、
会
長
や
会
の
役

員
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
夷
隅
郡
市
食

生
活
改
善
連
絡
協
議
会
の
副
会
長
等
を
務

め
る
な
ど
、
食
生
活
改
善
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
組
織
の
充
実
強
化
に

尽
力
し
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
９

月
28
日
開
催
の
千
葉
県
栄
養
改
善
大
会
に

お
い
て
、
栄
養
改
善
関
係
功
労
者
知
事
表

彰
（
健
康
増
進
実
践
活
動
功
労
者
）
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
６
０
９
年
に
私
た
ち
の
先

人
の
為
し
た
海
難
救
助
に
係
る

勇
気
あ
る
行
動
を
、
私
た
ち
は

も
っ
と
も
っ
と
誇
り
と
し
長
く ▲大統領府アドルフォ・オードリー局長を訪問

後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

御
宿
町
の
大
き
な
文
化
財

産
で
あ
る
こ
の
史
実
を
世
界

に
向
け
て
広
く
伝
え
る
と
と

も
に
、
交
流
を
通
し
て
国
際

感
覚
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

１
６
０
９
年
の
史
実
が
発
す

る
テ
ー
マ
は
非
常
に
大
き
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
キ
シ
コ
記
念
公
園
の
施
設

改
善
に
つ
い
て
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
登
坂
道
路
の
拡
幅
、

大
型
バ
ス
駐
車
場
の
設
置
、
が

け
崩
れ
対
策
な
ど
、
国
・
県
に

協
議
し
、
地
方
創
生
の
一
つ
の

柱
と
し
て
位
置
づ
け
、
記
念
公

園
を
中
心
と
し
た
観
光
ル
ー
ト

の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
、

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

清
水
臨
時
代
理
大
使
よ
り

「
御
宿
町
は
日
本
メ
キ
シ
コ
交

流
発
祥
の
地
と
い
う
由
縁
の
た

め
か
熱
心
に
国
際
交
流
事
業
を

行
わ
れ
感
激
し
て
い
ま
す
。
御

宿
町
と
メ
キ
シ
コ
と
の
交
流
の

足
跡
が
明
確
に
大
使
館
に
記
録

さ
れ
て
お
り
、
大
使
館
と
し
て

非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

メ
キ
シ
コ
国
滞
在
最
終
日
と

な
る
15
日
に
は
、
第
４
回
日
本

メ
キ
シ
コ
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
に
協
賛
い
た
だ
い
た
Ａ

Ｎ
Ａ
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
支
社
を

訪
問
し
、
大
下
秀
史
支
店
長
に

お
会
い
し
感
謝
の
意
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

夕
刻
、
最
後
の
訪
問
先
と
な

る
、
政
府
大
統
領
府
の
２
０

３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
担
当
さ
れ

る
ア
ド
ル
フ
ォ
・
オ
ー
ド
リ
ー

局
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

オ
ー
ド
リ
ー
局
長
は
、
２
０
３

０
年
に
向
け
て
貧
困
、
教
育
、

福
祉
、
環
境
な
ど
広
範
な
課
題

の
解
決
に
向
け
て
取
組
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
の
御
宿
町
が

実
施
す
る
国
際
交
流
事
業
へ
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
大
統
領
府

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
メ
キ
シ
コ
国
の
訪

問
に
際
し
、
多
く
の
方
々
と

接
見
し
長
く
深
い
歴
史
に
裏
打

ち
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
の
人
々
の

人
間
性
、
歴
史
の
皺
か
ら
し
ぼ

り
出
さ
れ
る
よ
う
な
心
の
温
か

さ
と
思
い
や
り
、
謙
虚
さ
に
接

し
、
実
り
多
き
訪
問
で
あ
り
ま

し
た
。
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様々なイベントが同時　開催し賑わいを見せた
　　　　　おんじゅく　伊勢えび祭り

日西墨友好の絆
交流イベントを実施

千葉工業大学ロケット
　　　　　フェスティバル開催

▲メキシコ塔での日西墨友好の絆献花式

　１０月１日はビッグイベントの会場である月
の沙漠記念館前広場で、日本の和太鼓をはじめ
スペインとメキシコの伝統音楽の演奏が行われ
ました。これは日西墨友好の絆交流イベントと
して実施したもので、同日の献花式に参列され
たメキシコのイネス・サトウルニーノ・ロペ
ス・ポンセ　テカマチャルコ市長ご夫妻や、
在日スペイン大使館領事担当一等書記官アルバ
ロ・ガルシア・モレーノ氏など、多くの来賓の
方々が観覧されました。

▲明るい楽しげな音楽で会場が盛り上がりました

　千葉工業大学主催のロケッ
トフェスティバルが月の沙漠
記念館前広場隣りの特設会
場で開催され、ペットボト
ルを使ったロケット製作・
打上げの体験が行われまし
た。さらに会場には大型モ
ニターが設置され、別会場
で行われたハイブリッドロ
ケットの打上げの様子が中
継・解説されました。

▲手作りの水ロケットを
　発射

▲岩和田の打ち上げ現場
　を生中継

１０／１

１０／１

　今年もおんじゅく伊勢えび祭りが開催され、９月 １０日（日）と１０月１日（日）のビッグイベント
では、伊勢えびの直売やつかみ取り、えび汁無料 配布、青空市等が行われました。またビッグイベ
ントにあわせて様々なイベントが同時開催され、 多くの来場者で賑わいました。

▲１０月２日にテカマチャルコ市長ご一行歓迎
　レセプションを行いました
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様々なイベントが同時　開催し賑わいを見せた
　　　　　おんじゅく　伊勢えび祭り

御宿の白い砂浜で
アート体験

長寿のお祝い　第６３回敬老会

　９月１０日には砂浜でＢ＆Ｇ財団主催の砂
Ａ
あ そ び ー ち

ＳＯＢＥＡＣＨが行われ、町内の子どもたち
や伊勢えび祭りの来場者などが、砂を使った
アート体験や大声選手権、水辺のかるたなどを
行いました。

▲砂に水をかけて固めながら亀の形をつくる様子

　第６３回敬老会を９月１５日（金）に公民館で開催し、７０歳以上の方への長寿のお祝いを行
いました。
　今年は例年実施しているボランティアによる演芸のほか、いすみ警察署による交通安全グッズ
を身につけたファッションショーや、町保健福祉課と介護予防サポーターによる歌と体操が行わ
れました。
　参加した方は、仲間と笑い合いながら体を動かすことで、ますます元気になったようでした。

▲交通安全グッズのファッションショー
　服に付けた反射材に参加者がライトをあて、暗い
場所での見え方を確認する様子

▲介護予防教室巡回型元気いきいき教室で実践して
いる体操を全員で行いました

９／１０

　今年もおんじゅく伊勢えび祭りが開催され、９月 １０日（日）と１０月１日（日）のビッグイベント
では、伊勢えびの直売やつかみ取り、えび汁無料 配布、青空市等が行われました。またビッグイベ
ントにあわせて様々なイベントが同時開催され、 多くの来場者で賑わいました。
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平成29年度上半期 御宿町活力あるふるさとづくり寄附状況
　町では、「ふるさと御宿」を愛する方々から支援を受け、多くの方に町づくりの担い手となってい
ただくため、以下の５つの施策の財源として活用する寄附金の受付を行っています。
　平成２９年度上半期（４月～９月）は、１,７６５件、合計２８,２１５,００８円の寄附をいただき
ました。以下、施策ごとの寄附件数と金額をご紹介します。寄附者の氏名については、ご了解をいた
だいた方のみホームページに掲載します。

施策の種類及び概要 件数 金額

①

幻想の世界『月の沙漠の旅』づくり事業
　御宿町に住む人、また訪れる人が、その空間の中でそれぞれの
夢の旅を創造できるような環境の保全、街並みの整備を進めま
す。

１８１件 ２,７０５,０００円

②

世界に発信『人類愛の輪』事業
　４００年以上の昔、座礁したスペイン船の乗組員が当時の岩和
田村の人たちによって救護されたという史実の残る御宿町。この
人類愛の美談を日本人の誇りとして全国、そして世界へと発信し
ていきます。

１０４件 １,２５０,０００円

③
夢を育む人にやさしいまちづくり事業
　未来を担う子どもたちが生き生きと学び、また住民が安心でき
る、よりきめの細かい教育・福祉の充実を図ります。

４４９件 ７,０６５,００８円

④

活力があふれ賑わいを生むまちづくり事業
　地域の特性を生かした産業の活性化や、地域資源の保全、環境
整備を行うとともに、生産力の維持、向上、販路の拡大など御宿
独自の付加価値をつけた産業振興策の構築や、産業間交流による
連携を推進します。

５７９件 ９,６５０,０００円

⑤

住民協働による豊かな暮らしと安全安心なまちづくり事業
　行政はもちろん、住民やボランティアなどによる地域の力を集
結した協働によるまちづくりを図るとともに、独自の魅力ある地
域づくりや利便性を高める地域公共交通運行などを進めることに
より、定住化促進や交流人口増加策を構築していきます。

４５２件 ７,５４５,０００円

記念品の提供については企画財政課へお問い合わせください。
問い合わせ　企画財政課　☎６８−２５１２

宝くじの収益金は身近なまちづくりに役立っています
　サマージャンボ宝くじの収益金は、各都道府県の人口・市町村数及び販売
実績に応じ、各都道府県市町村振興協会から交付されます。
　御宿町では、公益財団法人千葉県市町村振興協会から交付されたサマー
ジャンボ宝くじの収益金を、町道の改良工事、水質検査と排水処理施設維持
管理などの河川環境保全事業、中小企業振興事業など明るく住みよいまちづ
くりの各事業に使っています。

問い合わせ　企画財政課　財政係　☎６８−２５１２
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受付日時
受付場所

１１月１日（水）～１１月２２日（水）
保健福祉課　　8：30～17：15（土日・祝日を除く）
御宿児童館　　9：00～17：00（月・祝日を除く）

受付日時
受付場所

１１月１日（水）～１１月２２日（水）
保健福祉課　　　　　　　　8：30～17：15（土日・祝日を除く）
おんじゅく認定こども園　　8：30～17：15（土日・祝日を除く）

支給認定区分 対象年齢 保育の必要性

1号認定
満3歳以上

なし

2号認定 あり

3号認定 満３歳未満 あり

平成30年度おんじゅく認定こども園入園申込受付

問い合わせ　保健福祉課　福祉介護班　福祉係　☎６８－６７１６

平成30年度放課後児童クラブ入会申込受付
　平成３０年4月から放課後児童クラブへの入会を希望する児童の申込受付を行います。
なお、現在入会中の児童も申込みが必要です。

入会資格　以下のどちらにも該当する方
　　　　　・町内に住所を有する小学校１～６年生（平成３０年4月1日現在）
　　　　　・保護者（同居の家族も含む）が仕事などで放課後家庭にいない児童

事業概要　授業終了後の生活の場として、指導員や他児童と遊びなどを行います。

費　　用　月額５，０００円（８月は７，０００円）

提出書類　入会申込書等（保護者の勤務証明書）※保健福祉課及び御宿児童館に用意してあります。

選考方法　基準に基づき、家庭保育の困難な児童から順に定員(３５名)の範囲内で決定します。

　おんじゅく認定こども園への入園を希望するお子さんの申込受付を行います。入園にあたっては、
教育・保育の必要性に応じた認定を受けるようになります。

認定の種類

入園資格　生後６か月以上の「日中家庭において保育する人」のいないお子さん（２号・３号認定）
又は２号・３号認定以外の入園を希望する満３歳以上のお子さん（１号認定）

提出書類　支給認定申請書等　
　　　　　就労証明書や母子手帳の写しなど、お子さんを保育できないことを証明する書類（２号・

３号認定のみ）
※保健福祉課及びこども園に用意してありますので、受取の際に提出書類をご確認ください。（申請書
等の配布は１１月１日からとなります。）町ホームページからもダウンロードできます。

　町ＨＰ　http://www.town.onjuku.chiba.jp/sub3/1/kodomoen_01.html

選考方法　基準に基づき、家庭保育の困難なお子さんから順に定員の範囲内で決定します。
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平成30･31年度入札参加資格申請の申請方法
　「千葉電子自治体共同運営協議会」が運営
する「ちば電子調達システム」による申請を
行ってください。システムの共同受付窓口の
開設期間は、9月15日から11月15日までです。
　詳しくは協議会ホームページをご覧ください。

http://www.e-chiba.org/
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オール電化　御宿町

1 水
2 木

3 金 ●文化祭　公民
●スポーツ祭（弓道大会）

4 土 ●文化祭　公民

5 日 ●文化祭　公民
●スポーツ祭（バレーボール大会）

6 月
7 火
8 水
9 木

10 金 ●七つ子祝い　公民
●健康運動教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

11 土
12 日
13 月
14 火 ●乳児相談　13:30～15:00　保健

15 水
16 木
17 金 ●健康運動教室　14:00～15:00　Ｂ＆Ｇ

18 土 ●布施まつり　布施小

19 日 ●サンデーオープン　9:00～12:00
●町民清掃

20 月
21 火
22 水
23 木
24 金
25 土 ●外房・御宿の地域資源活用シンポジウム　公民

26 日
27 月

28 火 ●1歳6カ月児・3歳児健診　保健
　1歳6カ月児　13:15～13:30　3歳児　13:30～13:45

29 水

30 木
●後期高齢者医療保険料第5期納期限
●国民健康保険税第5期納期限
●介護保険料第5期納期限

タウンカレンダー　11月

保健：保健センター　公民：公民館　
B&G：B&G海洋センター　御児：御宿児童館
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一
つ
消き

え　
　

聖
成
け
さ
子

一ひ
と
り人
居
も
好す

き
と
嘯う

そ
ぶ

き
秋あ

き
し
ぐ
れ
時
雨　
　
　

西
川　
　

百

今い
ま

一い
ち

度ど

君き
み

に
逢あ

ひ
た
や
風
の
盆　
　
　

近
藤　

風
花

新し
ん
ま
い米
の
礼れ

い

の
つ
も
り
が
女じ

ょ
し子
ト
ー
ク　

本
吉　
　

愛

デ
ツ
サ
ン
の
裸ら

婦ふ

像ぞ
う

仰あ
お

ぎ
天て

ん

高た
か

し　
　

菊
池　

武
夫

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【渡

わた

り鳥
とり

・秋
あきかぜ

風】

観か
ん
げ
き劇

の
明あ

か
し石

つ
や
や
か
桟さ

じ
き
せ
き

敷
席　
　
　

安
岡　

信
子

秋
風
や
子
ら
の
背せ

を
押お

す
散さ

ん

歩ぽ

道み
ち　

　

本
吉
美
絵
子

時と
き

流な
が

れ
住す

み
か処
を
変か

え
た
赤あ

か

と
ん
ぼ　
　

石
川　

貴
大

啼な

く
牛う

し

の
乳ち

ぶ
さ房
お
も
た
き
野の

分わ
き
は
れ晴　
　

岡
本　

俊
康

九
十
に
近ち
か

寄よ

り
も
し
て
秋

し
ゅ
う

風ふ
う

裡り　
　
　

鶴
岡
と
く
路

◎
幽
玄
＝
深
い
余
情
が
あ
る
こ
と

◎
狐
火
＝
闇
夜
に
山
野
な
ど
で
見
ら
れ
る
正
体
不
明
の
怪
火

◎
淡
彩
＝
薄
く
色
を
付
け
る
こ
と

ゐ
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